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Ｋ
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パ
ー
ト
1

人
権
を
考
え
る

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
」

　
　
　
　
〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　

　
　
　
　
　
　
　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

‐
特
集
‐

人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
救
済

  

相
談
窓
口
へ
相
談
・
被
害
の
申
告

  

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

  

に
よ
る
聞
き
取
り 

・
調
査

  

人
権
侵
犯
の
事
実
を
認
定

（
認
定
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
）

   

救
済
の
た
め
の
措
置

 

・
援
助
…
被
害
の
救
済
。
予
防
の
た
め
の
助
言

　
　
　
　
　

や
関
係
機
関
へ
紹
介

 

・
調
整
…
当
事
者
間
の
関
係
調
整

 

・
要
請
…
被
害
救
済
の
た
め
に
実
効
的
な
対
応

　
　
　
　
　

が
で
き
る
人
に
対
し
て
、
必
要
な
措

　
　
　
　
　

置
を
と
る
よ
う
求
め
る

 

・
説
示
…
人
権
侵
害
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
改

　
　
　
　
　

善
を
求
め
る

   

処
理
結
果
通
知
・
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

第
66
回
人
権
週
間

（
12
／
４
～
10
）

　

基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確

保
す
る
た
め
に
、
昭
和
23
年
12
月
10
日
の

国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、

採
択
日
の
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

定
め
ま
し
た
。
こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る

一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
各
種

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
人
権
」
と
は

● 

誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利

●
人
が
人
ら
し
く
生
き
る
権
利

●
全
て
の
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
権
利

　

人
権
は
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切

な
も
の
で
あ
り
、
幸
せ
を
思
い
や
る
こ
と

に
よ
っ
て
日
々
守
ら
れ
て
い
く
べ
き
も
の

で
す
。

主
な
「
人
権
課
題
」

●
女
性

●
子
ど
も
・
高
齢
者

●
障
害
の
あ
る
人

●
同
和
問
題

●
ア
イ
ヌ
の
人
々

●
外
国
人

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

●
犯
罪
被
害
者
な
ど

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

●
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
被

　

害
者
な
ど

●
ホ
ー
ム
レ
ス

●
性
的
指
向

●
性
同
一
性
障
害
者

●
人
身
取
引

●
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問
題

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
ら

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
左
記
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

　

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８

■
み
ん
な
の
人
権
一
一
〇
番

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　
（
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
）

■
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
窓
口

・
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/JIN
KEN

/

　

jinken113.htm
l

・
携
帯
電
話
か
ら

　

h
ttp

://w
w

w
.jin

ke
n

.g
o

.jp
/

　

soudan/m
obile/001.htm

l

■
人
権
擁
護
委
員（
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
）

［
長
門
地
区
］

　

伊
達
敏
雄
、
笹
原
芳
正
、
南
野　

新

［
三
隅
地
区
］

　

藪
木
則
敏
、
田
中
裕
子

［
日
置
地
区
］

　

山
崎
陽
子
、
高
藤
唯
信

［
油
谷
地
区
］

　

加
茂
善
成
、
中
川
美
智
子

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
人
権
推
進
室

℡
23
‐
１
２
２
９

平
成
26
年
度
長
門
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

市
で
は
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
へ
の
理

解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
人
権

問
題
の
解
決
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け

止
め
、
人
権
尊
重
の
生
き
方
を
全
市
民
に

広
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、「
長
門

市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
／
７

（日）　

13
：
00
〜

　
（
受
付
は
12
：
30
〜
）

●
会
場　

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

●
入
場
料　

無
料
（
要
整
理
券
）

●
内
容

・
人
権
作
文
・
人
権
の
花
の
表
彰

・
山
口
県
吹
奏
楽
団
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

　

サ
ー
ト　

・
更
生
保
護
に
つ
い
て
の
講
話

・
講
演
「
生
き
て
い
る
」
幸
せ
を
感
じ
て

　

〜
奇
跡
の
生
命
と
共
に
生
き
た
８
年

　

８
ヵ
月
〜　

・
講
師　

道
志　

真
弓
氏
（
元
熊
本
市
人

　

権
教
育
講
師
）

●
申
し
込
み　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

課
（
教
育
委
員
会
内
）・
各
公
民
館
・

　

図
書
館
・
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー
で
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
整
理
券
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

　

会
場
へ
の
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

・
乗
車
場
所　

　

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
／
山
口

　

県
漁
協
黄
波
戸
支
店
／
三
隅
公
民
館
／

　

長
門
市
役
所
南
側
駐
車
場
／
通
公
民
館

　

／
山
口
県
漁
協
長
門
統
括
支
店
／
俵
山

　

公
民
館

　

※
託
児
を
行
い
ま
す
（
保
険
代
100
円
）

　

※
無
料
バ
ス
や
託
児
の
利
用
を
希
望
す

　
　

る
場
合
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
の
申

　

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

℡
23
‐
１
２
５
９

１
月
号
に
「
人
権
を
考
え
る

パ
ー
ト
２
」
を
掲
載
し
ま
す
。

　

人
権
を
侵
害
す
る
事
案
が
発
生
し
た
場

合
は
、
次
の
図
の
流
れ
に
沿
っ
て
調
査
・

救
済
が
行
わ
れ
ま
す
。

山
口
県
人
権
推
進
指
針

【
指
針
の
趣
旨
と
性
格
】

　
「
県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
た
心
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実
現
に

向
け
、
幅
広
い
人
権
課
題
へ
の
対
応
や
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
人
権
尊
重
を
踏
ま
え

た
行
政
の
推
進
な
ど
、
人
権
に
関
す
る

総
合
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

に
、「
山
口
県
人
権
推
進
指
針
」
を
平
成

14
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
指
針
は
、
人
権
施
策
推
進
に
関

し
、
総
合
的
な
施
策
推
進
の
方
向
性
や

個
別
の
方
策
等
を
示
す
基
本
指
針
で
す
。

【
基
本
理
念
】

　

す
べ
て
の
県
民
が
、家
庭
、地
域
、職
場
、

学
校
、
施
設
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
場
に
お

い
て
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
自
分
の
人
格
が
尊
重
さ
れ
、

他
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
自
由
で
平
等
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
人

ひ
と
り
が
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
生
命（
い

の
ち
）
の
主
体
者
で
あ
る
と
い
う
、
人
間

尊
重
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、「
県
民

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊

か
な
地
域
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
総
合

的
に
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

じ
ゆ
う
（
自
由
）

　

だ
れ
も
が
、
人
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、

自
由
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

び
ょ
う
ど
う
（
平
等
）

　

だ
れ
も
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
等
し

く
参
加
・
参
画
し
、
個
性
や
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。

い
の
ち
（
生
命
）

　

だ
れ
も
が
、
尊
い
生
命
の
主
体
者
と
し

て
大
切
に
さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

啓
発
活
動

　

市
で
は
、
人
権
に
関
す
る
啓
発
の
た
め

の
、
街
頭
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
人
権
に
つ
い

て
呼
び
か
け
る
「
街
頭
啓
発
」、
保
育
園

で
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
「
出
前
講

座
」、
小
学
校
で
花
を
植
え
る
「
人
権
の

花
運
動
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲街頭や（上）ふるさとまつ
　り（下）での「街頭啓発」

▲深川小学校（上）神田小学
　校（下）の「人権の花運動」

▲三隅保育園（上）、みのり保
　育園（下）での「出前講座」

特 集 権 を 考人 え る


